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●福岡県内では「赤坂」の 1,806 万円を筆頭に「1,000 万円以上」が 11 駅→13 駅に増加 

北海道における主要駅のうち、札幌市

中心部に位置する駅では目安世帯年

収※が 1,500万円以上の駅も散見され

始めている。目安世帯年収が最も高

かったのは札幌市営地下鉄南北線

「すすきの」の 1,549 万円で、「大通」

（1,535 万円）も僅差で続いている。ま

た、地元の富裕層から人気の高級住

宅地に位置する「円山公園」や「西 18

丁目」、面的な大規模再開発に伴って

駅至近の高額なタワーマンションが増

えてきている「さっぽろ」もこれまで通り

1,000 万円を大幅に上回っている。 
次に、宮城県における主要駅を見てみ

ると、目安世帯年収が最も高かったの

は JR 東北本線「仙台」の 1,089 万円で、

「五橋」も同じく 1,000 万円台となった。

一方、人気住宅地の「泉中央」や「北

四番丁」は大台割れとなるなど、北海

道とは異なり全体的に目安世帯年収

が上振れる動きは少ない。これは県外

からの購入ニーズが訴求しにくいこと

に加えて、割安な新築一戸建て住宅

が競合する地域性も大いに影響して

いる。広島県において継続的に目安

世帯年収が比較可能な駅は極端に少

ないものの、2025年に限って見れば広

電白島線「縮景園前」の 1,199 万円を

はじめ、「広島」や「新白島」でも 1,000

万円を超えており、広島市の中心部に

位置する駅の大半は 800万円台となっ

ている。 

福岡県における主要駅のうち、目安世

帯年収が 1,000 万円以上の駅は 11 駅→13 駅に増加、最も高かったのは福岡市地下鉄空港線「赤坂」の 1,806 万

円となった。新築マンションの価格高騰や高級仕様の供給増加によって福岡市中心部の目安世帯年収は大幅に

押し上がりつつあるが、同市から離れている駅の多くは 500 万円～700 万円台に留まっている。 

東京カンテイ、実際に物件購入した住宅ローン利用者の年収倍率から目安世帯年収を算出 

地方中枢都市のターミナル駅や人気駅の多くは「1,000 万円以上」 

北海道の「すすきの」「大通」で 1,500 万円超、宮城県は「仙台」「五橋」が 1,000 万円台 

※「新築マンションが購入可能な目安世帯年収」とは、新築マンション価格（70 ㎡換算）を住宅ローン利用者が実際に物件購入した時の年収倍率で割った数値。 

※年収倍率には住宅金融支援機構「フラット 35 利用者調査」の年収倍率（中央値）を用いており、各物件の所在地（都道府県）に応じて該当する年収倍率を適用。 


